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研究成果の概要：名詞句の談話処理モデルに基づき，フランス語と日本語の名詞限定表現の対

応の詳細を研究し，日本人フランス語学習者にとりフランス語限定表現の習得がなぜ難しいか

を明らにした． 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,400,000 0 1,400,000 
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研究分野：人文学 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 坂原は，ジル・フォコニエ『メンタル・

スペース ー 自然言語理解の認知インタ

ーフェイス』を翻訳刊行する過程で，詳細

な解説を書き，名詞句研究が将来進むべき

方向を指摘した．その後，このプランに沿

って，１９９１年「フランス語と日本語の

限定表現の対応」を発表した．ついで，こ

の研究をさらに広げ，１９９７年「名詞句

解釈の多様性と変化述語」を経て，科研報

告書を手直して２０００年「英語と日本語

の名詞句限定表現の対応関係」で一応の完

成を見た．しかしながら，細部に関して，

いまだやり残した点があり，従来の成果を

踏まえた上で，さらに統一的・包括的な名

詞句研究を押し進める必要があった． 
 
(2) 東京大学大学院総合文化研究科言語情

報科学専攻は，対照研究の場としてはいく

つかの有利な点がある．外国人スタッフを

含めて，さまざまな言語の専門家がおり，

対照言語研究にきわめて有利な環境が整備
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されている．さらに，院生にも，さまざま

な言語の母語話者で，本人も言語研究者で

あり，言語研究の意義を理解し，共有でき

るインフォーマントに事欠かない．こうし

た恵まれた環境を十分利用すれば，日本語

とフランス語との対照研究を越えて，さら

に広範囲の有意義な対照研究を遂行できる

見込みがあった． 

 
２．研究の目的 
(1) 名詞句の機能を背景で支える知識ベース

に目を向け，それぞれの名詞句が知識ベース

とどのような関連をもつかを考え，包括的な

名詞句理解のモデル（談話処理モデルと呼ぶ）

を構築する． 

 

(2) 談話処理モデルに基づき日本語とフラン

ス語の名詞限定表現の全体的対応と，特に日

本語裸名詞句とフランス語定冠詞句の対応の

詳細とを明らかにする． 

 

(3) 日本人のフランス語学習者にとり，なぜ

定冠詞句の用法の習得が困難かを明らかにし，

フランス語学習を容易にする． 

 
 
３．研究の方法 
(1) 従来の名詞限定表現の代表的研究を収
集・整理・分析し，長所・問題点を検討し，
本研究での方法論を明確にする． 
 
(2) 従来の研究で明らかになった事実を整理
し、未解決または研究不足の問題をつきつめ
る． 
 
(3) 名詞限定表現ののデータを広く採集し，
問題・重要性に応じて分類整理し，採集され
た言語データをデータベース化する． 
 
(4) データに理論的な分析を施し，包括的で
応用範囲の広い理論化を行う． 
 
 
４．研究成果 

(1) フランス語と日本語の名詞句の大きな違

いは，冠詞のある，なしである．この違いが

名詞句の使用や，その意味論に及ぼす影響は

非常に大きく，また，それがフランス語の習

得を困難にしている．ところが，これまでの

冠詞論では，冠詞は，他の名詞限定表現（指

示詞，所有形容詞など）と切り放して研究さ

れることが多かった．しかし，この方法では

日本語の名詞句使用と比較することはできず，

結局のところ，名詞句全体の意味の違いを十

分に明らかにすることはできない．フランス

語と日本語の名詞句使用の違いを明確に理論

化するには，名詞句の限定表現のシステム全

体を考察する研究と，さらにその上の言語使

用全体についての理論が必要である． 

 本研究では，定冠詞で限定されたフランス

語名詞句（定冠詞句と呼ぶ）と限定表現がな

にもつかない日本語名詞句（裸名詞と呼ぶ）

との著しい用法の類似を，名詞句の談話処理

モデルにもとづき，説明を与えることができ

た．この説明には，日本語とフランス語の名

詞句全体の用法を視野に入れ，ある特定の名

詞句がそのどの用法を担っているかを明らか

にした．さらに，名詞句の機能を背景で支え

る知識ベースに目を向け，それぞれの名詞句

が知識ベースとどのような関連をもつかを考

え，包括的な名詞句理解のモデルを構築した．

このような考え方からすると，裸名詞と定冠

詞句の類似は，それぞれの言語で，同定すべ

き指示対象のカテゴリーを指定しながら，そ

の同定方法は指定しない同定表現の必然的な

行動パターンとして説明できた． 

 

(2) 従来の名詞句の指示性に関する研究は，

個別的過ぎたり，単なる事実の指摘に終わる

ことが多かった．本研究は，こうした限界を

越え，名詞句使用の包括的な理論を構築する．

このためまず新聞，論文，文学作品，会話な

どから広く言語データを集めるとともに，フ

ランス人を使ってインフォーマントチェック



を集中的に行うことで，質の高いデータを集

め，このデータに理論的分析し，理論化を進

めた． 

 自然言語による情報伝達の特徴に目を向け

ると，自然言語の情報伝達は，参加者が共有

している高度に構造化された知識ベース（意

味ネットワーク，フレーム，スクリプト，理

想認知モデルなど）に基づき行なわれる．言

語使用に対する，こうした全体的パースペク

ティブの中で，名詞句意味の問題を考えると，

フランス語と異なり冠詞の存在しない日本語

で，名詞句の意味がどのように特定化されて

いるかを考えることは，冠詞のシステムの理

解に非常に有効であった． 

 本研究は，自然言語理解が持つ語用論的性

格を踏まえた上で，名詞句全般の意味論，特

に定冠詞の問題を，冠詞がなく，指示詞の体

系も異なる日本語と比較対照しながら考えた．

フランス語定冠詞句と日本語裸名詞の間の著

しい類似性は，定冠詞句と裸名詞という意味

の違いを越えて，名詞句が全体として行わな

ければならない，機能の再配分として説明で

きることを明らかにした． 

  

(3) フランス語教育の分野で現在流布してい

る冠詞を含めた名詞限定詞の教育システムは

一貫性がなく，理論化が痛感される．このた

めにも，フランス語と日本語の名詞句のシス

テムの違いを体系的に研究し明らかにしなけ

ればならない．本研究では，理論的な研究成

果はフランス語教育への応用を図り，冠詞の

用法の習得を円滑化にする方法を考えた． 

 

(4) 研究成果は，論文7つからなる研究成果報

告書として2009年2月に刊行し，配布した． 
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